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回反革命弾圧と   第 4号
の問いの前進の為に

回在監者の通信 高弊真公他
1部50円 (月 二回刊行)

共産主義青年同霊弾圧対策委員会

「共産主義」 覆刻委員会編集

七〇年代世界階級闘讐に覆刻する 中立

共産彙義者向盟の歴史的理論機関誌
回予約販売受付中上春締切 8月 15日

上巻予約特価800円 市販980円

(上巻)9月 1日発行
田静朋 春闘に於る革命
の任務 姫固玲治 革命
―ナショナリズムとは
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森 茂 芸術の戦術左翼
主義運動史講座「ドイツ

創立 とスパノンタクス蜂

働者の進むべき道 森茂 疎外論
の探求 清川敏 現代マルクス主
義者の古典的性格

(申巻)lo月 15日発行
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